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内      容 
（テーマ）      

いなべ市プロジェクトLOVE＆LIVE事業 

 橋田幸子講演会と 

橋田信介写真・遺品展 

日      時 
（ 時 期 ）      

橋 田 幸 子 講 演 会：平成１９年９月１５日（土）午後２時 
橋田信介写真・遺品展：平成１９年９月８日（土）～１６日（日） 

午前９時～午後５時 
映画「Little Birds」上映：平成１９年９月８日（土）午後２時 

場      所 いなべ市藤原文化センター （藤原町市場493-1／TEL.0594-46-4311） 

市長出席の有無 有        ・        ○無 

 
特 記 事 項      

 
 
 
 
 

いなべ市では人権啓発事業を「プロジェクト ＬＯＶＥ ＆ ＬＩＶＥ（ラブ・アンド・

ライブ）」と称し、今年度のテーマを「命」～いのち・生きる・平和～ として、講演会や

映画会、標語やポスターの募集事業などを展開しています。 

今回は、イラク戦争を題材として講演会と写真展を開催し、映画を上映します。 

 

戦争は、この世で最大の人権侵害行為です。 

2003年 3月に始まったイラク戦争は、同年5月の「戦闘終結宣言」後も戦闘状態が続

き、最近では無差別爆弾テロが頻発。その犠牲者は数万人と言われています。 

2004年 5月、イラク戦争を取材していた日本人ジャーナリスト・橋田信介氏がイラク

武装勢力の凶弾に倒れました。橋田氏は、戦争で左目を負傷したモハマド少年に日本で手

術を受けさせるための活動もしていました。 

橋田氏の妻・幸子氏は夫の遺志を継いでモハマド少年の来日と手術を実現させ、その後

「橋田メモリアル・モハマドくん基金100人委員会」を設立して、イラクのファルージャ

に子ども病院を建設するための活動を続けています。 

その橋田幸子氏による講演会と、夫の故・信介氏の写真・遺品展を開催し、併せてイラ

ク戦争を題材とした映画を上映します。 

【橋田幸子 講演会】 

◆日 時  ９月１５日（土）午後２時 開演 （開場：午後１時３０分） 

◆場 所  藤原文化センター ホール 

◆講 師  橋田幸子（はしだ ゆきこ／橋田メモリアル・モハマドくん基金100人委員

会代表） 

◆演 題  「約束 ～戦場ジャーナリスト・橋田信介と見るイラク～」 

◆入場無料。ただし入場整理券が必要です。 

入場整理券は８月１０日（金）午前９時から、藤原文化センター、中央公民館、北勢

市民会館、員弁コミュニティプラザおよび各庁舎総合窓口課にて、午前９時３０分から

大安図書館にて配布します。（お一人様３枚まで） 

※入場整理券は数に限りがあります。無くなった場合はご容赦ください。 

◆その他  手話通訳、要約筆記、託児あり。 

 託児申込は８月１０日（金）から９月７日（金）まで（土・日を除く）の午前８時３

０分から午後５時１５分までの間、いなべ市役所 大安庁舎 人権啓発課（電話78-3508）

で受け付けます。 



 

 

 

【戦場ジャーナリスト橋田信介 写真・遺品展】 
ベトナム、湾岸、カンボジア、ビルマ、ボスニア、パレスチナ、アフガン、そしてイラ

ク。まさに命を懸けて世界の戦場を取材してきた故・橋田信介氏による写真と遺品を展示

します。 

◆日 時  ９月８日（土）～ １６日（日） 午前９時 ～ 午後５時 

◆場 所  藤原文化センター 第１研修室 

◆入場料  無料（整理券もなし） 

  

 

【映画「Little Birds（リトル・バーズ）－イラク 戦火の家族たち－」上映】 

2003年3月のアメリカ軍によるイラク侵攻以来、「ニュースステーション」や「News23」

で精力的にイラクからの中継リポートを続けたビデオジャーナリストの綿井健陽（わたい 

たけはる）氏が、１年半の取材期間で記録した120時間余の映像から102分間のドキュメ

ンタリー映画を完成させました。 

◆日 時  ９月８日（土）午後２時 （開場：午後１時３０分） 

◆場 所  藤原文化センター ホール 

◆入場料  無料（整理券もなし） 

◆その他  上映時間102分。日本語字幕あり。 

＜ストーリー＞ 

戦火のイラク市民に何が起こったのか。そして今も続く戦火の中でイラクの人々はどう

生きているのか。取材は2003年3月に始まった。空爆前の豊かなバグダッドの日常、子

どもたちは朗らかな笑顔をたたえていた。激しい空爆が始まり、惨禍が人々を襲う。老人

や女性、そして子どもたち…。次々と弱いものが大きな犠牲となっていった。バグダッド

への米軍入城の瞬間をとらえた綿井健陽は、その翌日、バグダッド市内の病院で凄惨な状

況を目撃し、戦火の中で生きる家族たちにカメラを向けた。３人の子どもを空爆で失った

アリ・サクバンは、「戦争で人を殺すために人間は生まれてきたわけではない…」と語る。

米軍の「クラスター爆弾」で右目を負傷した12歳の少女・ハディールや右手を失った少

年・アフマド…。様々な家族を描きながら、戦争の「意味」を、日本と世界に問いかける。 

 

担当課係名 
電 話 番 号      

いなべ市 福祉部 人権啓発課 

0594-78-3508 

記者説明の 
有  ・  無 有（場所     日時      ）・      ○無  

 


